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令和 4 年度 

堺市 高齢者等実態調査報告書 

【概要版】 

 
本市では、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮らしていただくことができるよう、「堺

市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定し、取組を推進しているところです。 

このたび、高齢者の方の生活状況や保健・福祉に関するニーズを把握し、今後の高齢者保健

福祉行政の計画的かつ効果的な推進と、次期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定の基

礎資料とするため、アンケート調査を実施しました。 

 

Ⅰ 調査の方法 

 一般高齢者・ 

要支援認定者調査 
在宅介護実態調査 介護事業者調査 

調査地域 堺市全域 

調査対象 

市内在住の介護保険の認

定を受けていない 65 歳

以上の方及び要支援 1、

要支援 2 の認定を受けて

いる 65 歳以上の方 

市内在住の要支援 1～要

介護 5 の認定を受けてい

る在宅の 65 歳以上の方 

堺市内をサービス提供区域

とする事業所を営む法人 

対象人（件）数 13,200 通 1,300 通 917 通 

抽出方法 層化無作為抽出 無作為抽出 全数 

調査方法 郵送による調査票の配付・回収（ＷＥＢ回答も可） メール送付・ＷＥＢ回答

調査期間 令和 4 年 12 月～令和 5年１月 
令和 5 年 2月～令和 5年

3 月 

有効回収数 8,342 通 654 通 244 通 

有効回収率 63.2％ 50.3％ 26.6％ 

 
  

【資料2－1】
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Ⅱ 調査結果の概要 

1．在宅生活について 

①暮らし方（一般高齢者・要支援認定者調査） 

■本人に介護が必要になった場合 

「居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けたい」の割合が 37.3％と最も高く、

次いで「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」の割合が 17.7％、「介護老

人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの施設に入所したい」の割合が

15.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■家族に介護が必要になった場合 

「居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい」の割合が 34.8％と最も

高く、次いで「わからない」の割合が 17.2％、「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住

み続けてほしい」の割合が 15.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 =

　 8,342 17.7 37.3 10.6 15.2 0.9 14.7 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい

居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けたい

高齢者向けに配慮された住宅に入居したい

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの施設に入所したい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

　 8,342 15.1 34.8 8.5 13.6 2.4 17.2 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい

居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい

高齢者向けに配慮された住宅に入居してほしい

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの施設に入所してほしい

その他

わからない

無回答
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➁人生の最期を迎えたい場所（一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

【一般高齢者・要支援認定者調査】 

「自宅」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 29.1％、「病院」の割合

が 17.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 

【在宅介護実態調査】 

「自宅」の割合が 46.5％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 23.5％、「病院」の割合

が 16.7％となっています。 

 
 
 
 
 

③人生の最終段階における医療・療養について話し合っているか 

（一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

【一般高齢者・要支援認定者調査】 

「話し合ったことはない」の割合が 56.1％と最も高く、次いで「話し合ったことはある」の割

合が 23.8％、「一応話し合っている」の割合が 15.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

【在宅介護実態調査】 

「話し合ったことはない」の割合が 43.1％と最も高く、次いで「一応話し合っている」の割合

が 22.6％、「話し合ったことはある」の割合が 21.1％となっています。 

 
 
 
  

回答者数 =

8,342 1.4 15.5 23.8 56.1 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 病院 介護施設 その他 わからない 無回答

回答者数 =

8,342 44.9 17.5
3.9

1.4
29.1 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

654 46.5 16.7
4.0

1.1
23.5 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく話し合っている 一応話し合っている 話し合ったことはある

話し合ったことはない 無回答

回答者数 =

654 4.9 22.6 21.1 43.1 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（在宅介護実態調査） 

「特になし」の割合が 32.7％と最も高く、次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」

の割合が 18.0％、「外出同行（通院、買い物など）」の割合が 17.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

10.1

8.9

15.7

11.8

7.0

17.4

18.0

11.9

5.0

2.8

32.7

19.6

0 10 20 30 40

回答者数 = 654
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2．住み慣れた地域で暮らし続けることについて 

①自宅や住み慣れた地域で暮らし続けるために必要なこと 

（一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

一般高齢者・要支援認定者調査では、「気軽に相談できるかかりつけ医を持つこと」の割合が

64.3％と最も高く、次いで「入院しても、退院後すぐに介護サービスを受けられること」の割合

が 50.8％、「普段介護している人が介護できない時などに利用できる介護サービス」の割合が

46.6％となっています。 

在宅介護実態調査では、「気軽に相談できるかかりつけ医を持つこと」の割合が 67.6％と最も

高く、次いで「入院しても、退院後すぐに介護サービスを受けられること」の割合が 53.7％、

「普段介護している人が介護できない時などに利用できる介護サービス」の割合が 41.4％とな

っています。 

 
【一般高齢者・要支援認定者調査】    【在宅介護実態調査】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

気軽に相談できるかかりつけ医を持つこと

入院しても、退院後すぐに介護サービスを
受けられること

介護予防のための教室
（筋力トレーニング・転倒予防・認知症予防）

24時間対応してもらえる訪問介護サービス

普段介護している人が介護できない時などに
利用できる介護サービス

日頃から健康づくりや生活習慣病予防に
取り組むこと

何でも相談できる高齢者の相談窓口

地域の人々の見守りや助け合い

生きがいづくりや地域貢献のための
社会参加の機会

ボランティアやＮＰＯなどによる
さまざまな生活の支援

体の状態に合わせた住宅への改修

高齢者に配慮された多様な住まいや施設

自分の将来について、家族などと
話し合っておくこと

その他

無回答

64.3

50.8

21.2

41.8

46.6

33.4

41.8

15.8

9.0

11.6

23.9

22.1

33.3

1.5

5.1

0 20 40 60 80
％

67.6

53.7

32.1

33.9

41.4

35.9

34.9

22.3

12.4

11.6

24.6

20.2

40.8

2.8

7.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 654回答者数 = 8,342
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②地域包括支援センターの役割を知っているか 

（一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

【一般高齢者・要支援認定者調査】 

「地域包括支援センターの存在を知らなかった」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「名前

は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった」の割合が 30.8％、「知っていた」の割合が

24.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【在宅介護実態調査】（介護者） 

「知っていた」の割合が 34.6％と最も高く、次いで「名前は聞いたことがあるが、役割までは

知らなかった」の割合が 28.7％、「地域包括支援センターの存在を知らなかった」の割合が 16.6％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
3．地域での活動・たすけあいについて 

①地域活動の参加状況（一般高齢者・要支援認定者調査） 

地域活動の参加状況については、「何らかの地域活動に参加している」が 58.4％、「参加して

いない」が 29.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
  

回答者数 =

8,342 58.4 29.4 12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何らかの地域活動に参加している 参加していない 無回答

回答者数 =

8,342 24.6 30.8 37.5 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた

名前は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった

地域包括支援センターの存在を知らなかった

無回答

回答者数 =

356 34.6 28.7 16.6 20.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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➁近所の人とのつきあいの程度（一般高齢者・要支援認定者調査） 

「あいさつをする程度」の割合が 47.9％と最も高く、次いで「あいさつ以外にも多少のつき

あいがある（相手の名前や家族構成を知っていたり、物の貸し借りや趣味を共有しているなど）」

の割合が 29.7％、「親しくつきあっている」の割合が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③災害発生時に近所の人と声をかけ合って避難できるか 

（一般高齢者・要支援認定者調査） 

「できる」の割合が 66.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 13.7％、「普段から近

所づきあいがあまりないため、できない」の割合が 13.7％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④災害発生時に、誰かの助けを借りながら避難できるよう、ふだんから話し合っているか 

（在宅介護実態調査） 

「話し合ったことはない」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「一応話し合っている」の割合

が 22.8％、「関係する話をしたことはある」の割合が 20.6％となっています。 

 
 
 
 
 
  

回答者数 =

　 8,342 14.0 29.7 47.9 6.2 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

8,342 66.2 13.7
3.3

0.8
13.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる

普段から近所づきあいがあまりないため、できない

近所の人を全く知らないため、できない

その他

わからない

無回答

詳しく話し合っている 一応話し合っている

関係する話をしたことはある 話し合ったことはない

無回答

回答者数 =

654 2.8 22.8 20.6 44.2 9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親しくつきあっている

あいさつ以外にも多少のつきあいがある

（相手の名前や家族構成を知っていたり、物の貸し借りや趣味を共有しているなど）

あいさつをする程度

つきあいはほとんどない

無回答
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4．健康等について 

①健康の維持・増進を意識しているか（一般高齢者・要支援認定者調査） 

「意識している」の割合が 65.1％と最も高く、次いで「強く意識している」の割合が 18.4％、

「あまり意識していない」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁昨年と比べて外出の機会が減っているか（一般高齢者・要支援認定者調査） 

『減っている（「とても減っている」と「減っている」の合計）』の割合が 36.7％、『減ってい

ない（「あまり減っていない」と「減っていない」の合計）』の割合が 62.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スマートフォン、タブレット、パソコンのうち何をもっているか 

（一般高齢者・要支援認定者調査） 

「スマートフォン」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「パソコン」の割合が 31.8％、「どれ

も持っていない」の割合が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

8,342 18.4 65.1 11.7 3.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く意識している 意識している

あまり意識していない ほとんど意識していない

無回答

とても減っている 減っている あまり減っていない

減っていない 無回答

回答者数 =

8,342 5.4 31.3 30.0 32.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 8,342 ％

スマートフォン

タブレット

パソコン

どれも持っていない

無回答

71.4

13.8

31.8

20.6

3.7

0 20 40 60 80 100
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④認知症になったら不安に思うこと（一般高齢者・要支援認定者調査） 

「火の不始末や徘徊などの行動が心配」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「どのような介

護サービスを受けられるのかわからない」の割合が 41.0％、「どこへ相談すればいいのかわから

ない」の割合が 37.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

どの医者（診療科）を受診
すればいいかわからない

どのような介護サービスを
受けられるのかわからない

どこへ相談すればいいのかわからない

火の不始末や徘徊などの行動が心配

家庭内（家族関係）がうまくいかなくなる

治療や介護にお金がかかる

不安はない

わからない

その他

無回答

35.1

41.0

37.1

41.8

20.5

34.6

5.3

13.7

1.9

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 8,342
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5．介護者について 

①主な介護者の属性（在宅介護実態調査） 

【続柄】 

「子」の割合が 46.1％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が 38.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

【性別】 

「男性」の割合が 33.7％、「女性」の割合が 60.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

【年齢】 

「50 代」の割合が 25.8％と最も高く、次いで「60 代」の割合が 22.2％、「70 代」の割合が

20.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【要介護者との同居状況】 

「同居している」の割合が 65.7％と最も高く、次いで「別居しているが、15 分以内で行き来

できる範囲である」の割合が 14.0％、「別居しており、行き来に 15 分以上かかる」の割合が 13.2％

となっています。 

 

 
 
 
 
  

回答者数 =

356

0.3 0.6

5.1
25.8 22.2 20.5 19.4 6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

356 38.2 46.1 4.2

0.3 1.4 2.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者 子 子の配偶者 孫 兄弟・姉妹 その他 無回答

男性 女性 無回答

回答者数 =

356 33.7 60.7 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80歳以上

わからない 無回答

回答者数 =

356 65.7 14.0 13.2 7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居している

別居しているが、15分以内で行き来できる範囲である

別居しており、行き来に15分以上かかる

無回答
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②介護に対して負担に感じることは何か（在宅介護実態調査） 

「いつまで介護が続くかわからない」の割合が 43.8％と最も高く、次いで「体力的な負担」の

割合が 38.2％、「自由な時間が減る」の割合が 29.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③介護疲れやストレスのケアに何が必要か（在宅介護実態調査） 

「周りの人の理解や協力」の割合が 41.6％と最も高く、次いで「ショートステイ」の割合が

31.7％、「介護生活に必要な情報の提供」の割合が 29.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

いつまで介護が続くかわからない

家族が介護に非協力的

相談できる人がいない

仕事と両立することの負担

育児も含めて世話や介護が
必要な人が他にもいる

（介護を必要とする人が）
介護サービスの利用を嫌がる

介護に関する制度がわからない

介護に関する情報が入手しづらい

体力的な負担

自由な時間が減る

孤独を感じる

介護にお金がかかる

特に負担はない

その他

無回答

43.8

3.4

1.4

13.2

5.9

9.0

4.8

4.2

38.2

29.5

6.7

19.1

11.8

3.1

18.5

0 20 40 60

％

周りの人の理解や協力

介護生活に必要な情報の提供

介護者同士が気兼ねなく
話し合いや相談をする場

介護者が息抜きできるイベント

ボランティアによる手助け

専門職員による相談窓口

介護に必要な技術を習得する機会

ショートステイ

その他

無回答

41.6

29.8

13.8

5.6

7.3

24.7

5.6

31.7

2.0

25.3

0 20 40 60

回答者数 = 356

回答者数 = 356
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6．介護事業者の状況について 

①事業運営している中で、最も不安に感じることは何か（介護事業者調査） 

「人手不足」の割合が 50.4％と最も高く、次いで「財政状況」の割合が 22.1％、「特にない」

の割合が 10.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7．生活機能評価等に関する分析について 

①運動器機能の低下 

一般高齢者・要支援認定者の調査項目を使用し、一定の条件に該当する人を運動器機能の低下

している高齢者として判定しました。 

【リスク該当状況】 

一般高齢者では、運動器機能の低下している高齢者の割合は、全体平均で 12.0％となってい

ます。 

性別・年齢別にみると、すべての年代で女性の割合が男性より高くなっています。女性では、

90 歳以上で 57.1％と 85～89 歳に比べ 17.6 ポイント上昇しています。一方、男性では、90 歳以

上では 42.4％と 85～89 歳に比べ 21.5 ポイント上昇しています。 

【性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

財政状況

人手不足

後継者不足

施設の老朽化や安全性の課題

利用者からの苦情、要望

事業運営のための
情報やノウハウの不足

その他

特にない

無回答

22.1

50.4

7.4

0.8

0.4

5.7

1.2

10.2

1.6

0 20 40 60

※要支援認定者を除く

4.8
7.8 8.4

14.9

20.9

42.4

5.3

9.5

16.3

21.4

39.5

57.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

65～

69歳

70～

74歳

75～

79歳

80～

84歳

85～

89歳

90歳

以上

男性

女性

（％）

回答者数 = 244
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